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開催の目的・概要 

【開催の目的】 

しっかり患者さんの話を聴いているのに治療効果に乏しい方、家族志向のケアに関心はあるものの、思

うような治療効果が得られていない方を対象とし、明日からの診療のレベルアップを図ることが目的で

す。 

【概要】 

さまざまな健康問題に、家族との関連があると言われています。三重大学では、2016 年度より家庭医療

学 家族システム/心理社会医学フェローシッププログラムが開始され、講義と症例検討を通して、生物心

理社会モデル、家族システム論、行動科学の理論、エビデンスから、日々の臨床を振り返り、明日の診

療につなげる取り組みを行っています。 

今回のワークショップでは、家族の関係性を紐解く手法をお示しするとともに、それを用いて、頻度の

高い家族問題のあるシナリオのグループワークを行います。米国家族療法修士、臨床心理士、心療内科

医、家族療法家、フェローシップ卒業生が、フィードバックを行うことで理解を深めます。 


